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2005年 7月 10日に打ち上げられた X線天文衛星すざくは 2005年 10月 5日から 6日にかけて X線パルサー
Her X-1の観測を行った。Her X-1には 35日周期のX線強度変動があるが、この観測時期は最も明るい時期に相
当する。また、連星周期 1.7日に同期して継続時間約 5.8時間の蝕があるが、この時間帯に重ならないように観測
時間を設定した。
観測にはX線CCDカメラと硬X線検出器の両検出器がもちいられた。我々はこれらのデータを解析し、各検
出器単体、および相互の較正を行った。この天体は軟X線領域だけでなく硬X線領域でも大変明るいため、広い
波長域での強度の較正に適している。また、パルスを利用して検出器間の時刻の較正を行うことも可能である。
一方過去に観測されたHer X-1のスペクトルとの比較を行ってその特徴の変化を調べた。スペクトルの連続成
分は高エネルギー側にカットオフのあるふたつの power lawを足し合わせたいわゆるNPEXモデルでフィットで
き、鉄の輝線とサイクロトロン吸収線の構造が見られることが知られているが、すざくの観測でもこれらを組み
合わせたモデルがよく合うことを確認できた。
本講演ではHer X-1を用いたX線CCDカメラと硬X線検出器の較正結果の報告を行うとともに、スペクトル
解析の結果についても議論する予定である。


